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九州地方整備局
斜面崩壊の概要

＜被災日時＞
平成28年４月１６日１時２５分頃

※地震発生時刻

＜被害状況＞

・公共施設被害
国道57号（阿蘇大橋地区）
国道325号阿蘇大橋
JR豊肥線

＜斜面崩壊規模＞
・崩壊長 約700m
・崩壊幅 約200m
・崩壊土砂量 約50万m3
（地震直後のLP測量からの推定値）

位 置 図
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九州地方整備局
斜面の崩壊状況

至大分
至宮崎

H２８.５.４九州地方整備局
はるかぜ号撮影

幅約200m

崩壊長約700m

写真②

写真① 頂部滑落崖の状況 写真② 滑落崖の上端部 写真③ 崩壊面周囲の亀裂
写真③

写真①

至大分

至宮崎
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黒 川

九州地方整備局
国道５７号、国道３２５号被災状況
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熊本側崩壊箇所

至

熊
本

至 熊本

至 熊本

至 熊本

至

大
分

至

大
分

至 大分

至 大分

熊本側崩壊箇所

熊本から阿蘇大橋斜面崩壊箇所を望む

阿蘇大橋斜面崩壊箇所から熊本市内を望む

九州地方整備局
国道５７号（熊本側）被災状況
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大分側崩壊箇所

至

熊
本

大分側崩壊箇所（ＪＲ豊肥線被災状況）

大分側から大規模崩壊箇所を望む

大規模崩壊箇所から大分側を望む

至 熊本 至 熊本

至 熊本

至 大分

至 大分

至 大分

至

大
分

九州地方整備局
国道５７号（大分側）被災状況

5



九州地方整備局
国道３２５号 阿蘇大橋の概要

【橋梁諸元】
・橋梁名 : 阿蘇大橋
・管理者 : 熊本県阿蘇地域振興局
・施工者 : 石川島播磨重工
・橋種 : ３径間連続桁＋トラスド逆ランガー＋単純合成桁
・橋梁 : ２０５.９ｍ
・最大支間 : １３２．７ｍ
・幅員 : ８．８ｍ
・竣工年次 : 昭和４６年

被災後

133m
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九州地方整備局
国道３２５号 阿蘇大橋橋台部被災写真
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九州地方整備局
国道３２５号（阿蘇大橋）周辺の広域ネットワーク

■九州の中でも有数の観光地である阿蘇地域
○阿蘇地域には、阿蘇山を中心とした国際的な観光地であり、毎年１，８００万人の観光客が来訪
○国道３２５号は、阿蘇山観光の玄関口であり、重要な観光ルートとしても早期の交通確保が求められている。
○さらに、阿蘇地域は年間８００億円の売り上げを計上しており、交通遮断による熊本県の経済活動の影響も大きい

通行止
（阿蘇大橋落橋）

斜面崩壊箇所 大
分
県

宮
崎
県

阿蘇大観峰

阿蘇山

熊
本
県

ミルクロード
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九州地方整備局
復旧ルート設定の基本的考え方（案）

今回の震災を踏まえて安全性が高いルート

可能な限り早期に復旧可能

阿蘇観光の玄関口としての機能確保

地域間交流の保持
（南阿蘇村の地域分断の解消）
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九州地方整備局

地質調査の提案

１．先行調査

目的
・震央・断層位置の確認や地質構造等を調査
・概略の橋台位置検討のための基盤岩の分布状況を調査

調査内容

○机上調査（震央分布調査）

○上空からレーザースキャナ（メッシュデータ）による地形測量

○自然放射能探査による地質構造推定

○弾性波探査による地質構造推定

○ ボーリング調査（標準貫入試験）

２．本調査

目的 ・ルート決定後に橋台位置による詳細な地質調査

調査・試験
内容

○ ボーリング調査

○ 標準貫入試験

○ 孔内水平載荷試験

○ 三軸圧縮試験
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